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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　ポリアセンは複数のベンゼン環が直線上に縮環した特徴的な π 電子構造を有し、有機エレクトロニクス
材料として高いポテンシャルを秘めている。しかし、ポリアセン骨格を効率良く構築する手法は乏しく、ま
た、ポリアセン骨格の望みの位置に選択的に官能基を導入する方法は欠如している。このような背景の下、
本論文では複数の反応性を潜在する高反応性分子の設計とこれを合成ブロックとする多成分連結反応を活用
したポリアセンの効率的合成法の開発と機能性材料の創製を検討している。その結果、ジブロモイソベンゾ
フランを合成ブロックとするベンザインとの連続的な環化付加反応によってポリアセン骨格がワンポットで
合成できることを見出し、研究の基盤を築いている。従来、イソベンゾフランは、その高い反応性のため用
事調製によって利用されてきたが、不活性ガス中で精製操作を行うと、不安定型の分子であっても純粋に単
離できることを明らかにしている。この貴重な発見を鍵として斬新な分子設計と独自の合成戦略が可能とな
り、本手法が高次の縮環構造を持つ芳香族骨格の迅速合成法として優れていることを示している。また、ポ
リアセン合成のもう一つのアプローチとして、エポキシナフタレンを利用した多成分連結反応を開発し、ド
ナー・アクセプター型のユニークなπ電子構造を持つ置換ペンタセンの合成にも成功している。この合成
で特筆すべき点は、これまで困難であると報告されていたジエポキシテトラセンの芳香族化を可能にしたこ
とである。これは、高い専門的な知識と高度な実験技術に加えて、著者が深い洞察力を有していることを示
すものである。さらに、新たに合成が可能になった置換ペンタセンの有機薄膜トランジスタへの応用にも展
開し、中でも、これまで性質の解明が十分ではないハロゲン化ペンタセンが高い電子受容能力に基づいて優
れた特性を示すことを明らかにしている。以上のように、著者は二つの多環式芳香族骨格構築法の開発によっ
－ 3 －
て置換ペンタセンの効率的合成法の開発に成功している。これらの手法は鍵中間体に対する骨格の伸長や官
能基の導入によって構造の多様性を確保できるという利点を有しており、今後、この特徴を活かしてこれま
でのところ手つかずの状態である高次ポリアセンの合成や多様な物性・機能を有する革新的な有機半導体材
料の創出に繋がるものと期待される。
　本論文の内容は、査読付き国際誌に筆頭著者として２編の英語論文（Chem. Commun.，Molecules）と共著
者として１編の英語論文（Org. Lett.）を発表している。また、国際会議で本論文の内容をポスターで２件、
国内の会議では口頭で６件、ポスターで５件、筆頭著者として発表している。審査委員は、本論文の内容を
中心に面接と公開の論文発表会を行い、著者が研究内容と研究手法の充分な理解とともに関連する分野につ
いても学識を有し、また将来の研究遂行に対しても優れた能力を持つことを確認することができた。以上の
ことより、審査委員会は本論文の著者が博士 （理学） の学位を授与されるに足る充分な資格を有するものと
判断した。
